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北山城跡 第２次 （Ｎｏ.17） 

４区の溝から鎌倉時代の陶器が出土！ 

 №15 でお知らせした４区南側で検出された溝

群の掘削が進んでいます。 

 溝群は中心となる幅約２ｍの大きい溝と、その

溝から分岐する幅約 50 ㎝の細い溝数本で構成さ

れています。 

 これらの溝を掘削したところ、細い溝から遺物

は出土しませんでしたが、大きい溝から、通称「山

茶碗（やまぢゃわん）」と呼ばれる鎌倉時代の陶

器が数点出土しました。 

 大きい溝は、上の方は粘土質の土で埋まってい

ましたが、底の方は粗い砂の層となっていました（山茶碗は全てこの砂の層から出土しま

した）。砂が堆積していたことから、この溝は、当初はある程度の速さで水が流れていたこ

とが分かります。おそらく、溝の続く調査区外の南には、鎌倉時代も現在のように水田が

作られており、そこに水を供給するためのものであったと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出土した山茶碗は、大きさや形状などの特徴から鎌倉時代後期～末頃のものであること

が分かりました。山茶碗には、底に文字か記号のようなものが書かれていることがよくあ

るのですが、出土した山茶碗の中にもそのようなものがありました。写真のものは文字で

あれば「卄（にじゅう）」と読むことができそうです。これだけでは何を意味するのか断定

はできませんが、調査を進めていくとおもしろい発見があるかも知れません。 

 今後の調査の進展にご期待下さい。 
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